
子ども・子育てを支えるプラットフォーム

～支援の受け手が支え手にもなる社会～

NPO法人せたがや子育てネット 代表理事
NPO法人子育てひろば全国連絡協議会 理事
松田妙子



松田妙子 自己紹介
★渋谷区育ち。工務店を営む母方の祖父母と同居。
民生委員だった祖母の「まちのよろず相談」の現場を
見て育つ。身近な場でのよろず相談。
★福祉学科で学ぶ。
「大人も子どもも放課後が大事！」

★こどもの城で「人と関わって遊ぶ」部署で働く。
「地域で一緒に育つ・一緒に育てる」

★1998年夫の転勤先の三重県津市で
第１子5ヶ月の時、ママの部室「赤ちゃんサロン」開催。
「あいま通信」発行。当事者主体の活動の化学反応

★2001年世田谷で産前産後支援開始。一つの団体・
場所だけではダメ！ネットワークが必要！と考える。

★ベビーカーマーク、授乳室マークなどに関わる
「ミクロとマクロをつなぐ、メゾ」アドボケート



1998年～2000年 NPO法成立前後
三重県～愛知県時代

• 北川知事直轄のNPO室準備室

• メディアに載ったら会場費が減免に！

• 「相互支援」「セルフヘルプ」の気軽さと脆さと重要さ

• ミッションがあれば、「えらいねぇ」でめげない

• 100人の「ワークショップ」 「行政は市民が育てる」

• 東海豪雨で学んだこと



2001年～ 少子化対策って何？
渋谷→世田谷 ４つ葉プロジェクト

• 「ご褒美」の活動拠点→自分たちでつくる「居場所」

• 「はい、なんでしょう」「利用者ですけど・・・」

• 「教育」「福祉」「保健」「医療」の死角

• 「障害者・高齢者等」の「等」に入れてもらう

• 乳幼児に居場所って必要なの？

• アンテナが立つと街の中でみえてくる→語り部必要



2015年～ 税と社会保障の一体改革
子ども子育て支援法

• 消費税の用途に子ども子育てが入って恒久財源に！

• 地域の実情にあわせて地域で計画をたてる

• パブリックコメントじゃ遅いよ

• ベビーカーはたたまずに乗ることができます

• 地域運営型で手挙げ方式で空白地にひろばを

• 5年前はファミサポさん、いまは里親さんを・・・



東京都世田谷区
人口９０万人 出生数：8000人/年

それぞれの地区ごとに
おせっかいな世話役
が必要

ひとつの県だと
思って活動したら、
息がしやすくなっ
た。ネットワークの
重要性。



エピソードからはじまる

• 「夕暮れ時にバスで乗り越して降りた、
知らない街のバス停にいるみたい」

→身近な地域で子育て家庭をしっかり受け止められるひろばにしたい！

• 「お祭りで焼きそばを買ったけれども
地域の絆をちっとも感じなかった」

→子育てひろばに来れていればいいの？
地域全体で子育てをウェルカムにするために私たちがやるべきこと

• パン屋さんからの電話
「弁護士さん紹介して」

→フォーマルな機関とも、インフォーマルな資源とつながっている
私たちだからこそできる相談事業



ワーク・ライフ・コミュニティバランスを！

ワーク ライフ

コミュニティ

ワーク ライフ

コミュニティ

子育てが始まる時期は「コミュニティ」の底辺をひろげやすい。
地域とつながるチャンス！



個と地域の一体的な支援

「地域福祉援助をつかむ」岩間伸之・原田正樹 著 有斐閣2012 より



区民版子ども子育て会議
計画策定と並行して市民の対話の場をつくろう

• 手弁当ではじめる。（数人からでも、いつからでも）

• 参加者に「ここにいたらいいなという人を連れてきてね」と頼む

• 対等な立場で、要望の場ではないことを確認。

「切れ目ない支援」「外遊び」「働き方」 官民まじえてもりあがる！

• 場所は行政が確保してくれるようになる。

• 食べながら、飲みながら

• 終わると必ず懇親会

• 日常のつきあいに発展

私たちにも
役割がある！



いきなり「面」で始まる支援
（地域子育て支援拠点事業）

地域の中の

「共同養育」
の場を

つくっていく



おでかけひろばぶりっじ@roka

目標： 団地に立ち話ができる関係を増やす

⇨街で挨拶する人が増えた。
⇨外で遊ぶ機会が増え、地域の人が声をかけてくれるよう
になった。

⇨地域住民としてボランティアに参加できた。
⇨当事者も運営に関われる
子連れにも役割があり嬉しい。

「子どものいる暮らし」
「子どもの育ち」を支える



どんなシーンがつくりだせるか？
「パパが帰ってくる１１時まで、ワンオペなんです」

月に１度の夕食会「ろかめし」
「お米欲しいな」で、８０キロ集まった♪
仕事帰りのシングルマザー、ぶりっじを卒業したこ
どもたち、急いで仕事切り上げてくるお父さん、団
地の一人暮らしの高齢の方、
施設で働く若手職員、落研の学生も・・・



年忘れ大演芸大会の価値



保護者同士や地域とのつながりをつくる

まつりにでてきたと
ころをキャッチ！
「つながり」とは何か。
どう仕掛けたら
「つながっている」
と感じられるか？



みちに落書きしてもいいんですか？



防災×コミュニティ

★「地域の防災訓練には
若い世代がなかなか参加しない」

★団地の自治会は高齢化していて、
新しいことは生み出せない

★昼間は出かけていて、夜帰ってくるだけ。
顔見知りがいない

→子育て世代と繋がる団体が運営したら
400人参加！多世代プログラムに。



保護者や地域の姿「困り感」「クレーム」を
チャンスととらえて活動を生みだしていく

「誰かに相談したかったんです！」
狙った人がしっかり来てくれる

他のひろばでも実施したいということ
になり、コンテンツ化され、依頼する
ときてくれるシステムに！

30代40代の自転車事故が増えているん

ですよ・・・お年寄りも怖がっています。
どう啓発したらいか悩んでいて。
（交通安全自転車課）

保育園や幼稚園に通うのに
自転車選びを聞かれること
が多いんです。

おんぶも体得して安全に
乗ってほしい（子育てNPO）



国交省が立ち上げた協議会に参加！

〇ベビーカー利用を制限するルールや、
禁止マークの普及が目的ではないこと
を都度確認、合意形成した。

〇文章の表現、登場するシーン等にも
細かくチェック！
折りたたまずにのせること「も」→
折りたたまずにのせること「が」

ミクロとマクロをつなぐ
握手しながらパンチする



ちょっとした「ヒント」をつかみ
親子の関係や毎日の暮らしを
ダイナミックに変化させる力を
当事者は持っている。

まちも人も強みをみつけよう

「２０５０超高齢社会
のコミュニティ構想」
（岩波書店）
第５章
「支援の受け手が
支え手にもなる
地域社会」



赤ちゃんとのふれあい授業
現状：初めての子どもが生まれる前に

赤ちゃんの世話をしたことのない親が
４人のうち３人（横浜市・２０１３年）

目的：次に親になっていく世代が
子どもがいる暮らしを見聞きし、成長発達
のイメージを得る
子育てする人生を選んだ人との出会い

自分が生まれてきたこと
を「根っこ」と捉えて
自己肯定感が高まる

子育て中の親に
地域での役割をつくる

「ティーンエイジャーに体験をプレゼント」

未来志向で。循環を生み出す



「おんぶ」を伝えるのは誰？
いつの時代も当事者たち。
ミクロに。ていねいに。

抱っこしておんぶしてまた明日♪



居場所って？

•い いつでも

•ば ばつがわるくても

•し しんどいときこそ

•ょ よっていこ！
2018 居場所サミット TAEKO MATSUDA



まちの居場所の「キモ」は
中間支援機能

• ぶりっじ機能
誰かと誰かをつなぐ
ナニカとナニカをつなぐ

• アジト機能
自分をわかってくれる仲間
ナニカをたくらむ

• トランポリン機能
うっかりおっこちても、受け止めてくれる
跳ね上げてくれ、しかるべきところへ戻れる



「私たちができることってなんだろう」

問い続けること。あなたに関心があるよと伝えること。
予防的に関わる
「こんなことでもいいのかな」軽微なことでも相談し慣れてもらう
「場」で支える。「環境」を日常的に見せていくことでも解決する
課題を切り取ると辺境化する＜ありのままで地域で包摂される
ストリングスに着目
興味関心、経歴にじっくりアプローチ→居場所と出番ができる
モニタリング機能
見守りだけでなく、ちょっと踏み込める（直接的にも、間接的にも）
災害時を想定して
乳幼児のいる家庭の地域での暮らし 「つながっておく」
なかったらつくる！
小さな、パーソナルなものから。資源の開発

必ず誰かが応えてくれる（解決しないとしても）という根っこをつくる
「子どものいる暮らし」をともにつくっていく仲間と見守る人がいるよ



「子どものいる暮らし」をまちに「ひらく」

「みかんください！」 「ご自由に」 「ちょっと寄ってく？」




